
この会議による「気づき」を「未来の種」として、これからの子育て応援に寄与していく未来を目指します。

2023.11.10 fri. 10:00am-17:00pm

会場 奈義町文化センター 入場無料 出入自由

◉ 子育て応援の町である奈義町に、自治体や行政、有識者、企業、奈義町町民らが一同に集まり、「これからの子育て応援」に関する意見を交わすことで、

参加者の情報共有や課題発見、取組の活性化につなげるとともに、「子育て応援」に関する発信を行います。

2023.11.10 fri. TIME TABLE
9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

【入場受付】

会議参加者紹介
【開会式】

16:10

15:45

15:15

【基調講演】
髙橋 宏治（審議官）こども家庭庁

【「全国子育て応援会議」概要説明】

【奈義町の「子育て応援施策」説明】
【大阪大学「生誕1000日見守り研究」説明】

【昼休み】
弁当をご予約された方は受取場所にお越しください

【分科会参加者の感想・コメント発表】

【閉会式】

【分科会で議論された意見の発表会】
モデレーターから発表

会場：文化センター　大ホール

会場：文化センター　大ホール

関係随行者及び視察自治体の方は他に以下のメニューもご参加いただけます。
全ての方は、分科会の様子を自由にご聴講いただけます。

①なぎチャイルドホーム視察

希望者は、上記の集合時間に文化センター前にお集まりください。
１回につき20名程度を上限とさせていただきます。
希望者が多い場合は他の時間に変更いただくことがございます。

13:05集合時間 13:35 14:05 14:35

13:05集合時間 13:35 14:05 14:35
②奈義しごとえん視察（バス移動）

希望者は、上記の集合時間に文化センター前にお集まりください。
１回につき20名程度を上限とさせていただきます。
希望者が多い場合は、他の時間に変更いただくことがございます。

③奈義町現代美術館 観覧
13:00-15:00の間、無料でご観覧いただけます。
子育て応援会議の受付時に配付する名札を美術館受付で
ご提示ください。

文化センター会 場

●モデレーターによる問題提起
●参加者から取組と課題の紹介
●参加者による質疑、意見交換

内容

●第1分科会　子育てに安心を
●第2分科会　子育てに社会応援を
●第3分科会　こどもまんなか社会に

3つの分科会に分かれて、子育てのこれからについて
議論を行います。

テーマ

関係随行者及び
視察自治体の方の限定メニュー

第1分科会 ： 201-A会議室

第2分科会 ： 201-B会議室

第3分科会 ： 視聴覚室

13:00-15:00　分科会



「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウムin奈義町
  全国子育て応援会議　～子ども・笑顔・未来～

【タイトル】 

【協力】 

【後援】 

【協賛】 

　奈義町では、およそ20年をかけて子育て支援に取り組み、2019年度合計特殊出生率
2.95を記録し、岸田首相が奈義町を視察するなど、「子育て応援の町」として注目を集めて
います。ここ奈義町に「子育て」に注力する全国の自治体と、国、県、子育て応援に関連する
有識者や企業が一同に集い、日本のこれからの「子育て応援」について意見交換をするこ
とで、参加者に、未来につながる「子育て応援」の新たな「気づき」を得てもらう会議を開催
致します。「子育て応援」への取組について共有し、併せて感じている課題や解決策につい
ても議論を重ね、子どもたちの明るい未来を考える場になります。

　平成10年4月に地域密着型の子育て情報を発信する子

育てサークル「わははネット」を立ち上げ、以降、子育て当

事者の視点に立った子育て応援サービスを実施して全国

的に発展させ、女性の就業と育児を両立できる可能性を

広げ、女性の活躍のための環境整備に取り組んでいる。そ

の後、平成19年度女性のチャレンジ賞を受賞。平成30年

秋には、「女性活躍推進功績」で全国2人目となる藍綬褒

章を受章するなど地域密着の子育て支援ビジネスや、子育

てひろばの運営など子育て・男女共同参画・まちづくり等

様々なテーマで活動している。

中橋 恵美子（NPO法人わははネット理事長）モデレーター

子育てに安心を第1
分科会

片山 圭子 岡山県 子ども・福祉部長

遠藤 誠之 大阪大学大学院医学系研究科
保健学専攻生命育成看護科学講座 教授

小川 由美 NPO法人アンジュ・ママン 代表

筒井 訓章 （株）ブリッジウェル 代表取締役

加藤 優志 富山県朝日町 住民・子ども課 課長

香川 佐織 鳥取県湯梨浜町 子育て支援課 課長

橋田 和久 鳥取県日吉津村 福祉保健課 課長

岩尾 基広 大分県杵築市
福祉事務所子ども福祉係 係長

貝原 博子 奈義町 なぎチャイルドホーム
子育てアドバイザー

立石 奈緒子 奈義町こども・長寿課 保健師

　株式会社ここるく代表取締役。関西学院大学卒。米国留学

によりMBA取得、米系投資銀行・金融系リスクマネジメント

でのキャリアを重ねる中、出産を機に子育て支援という新領

域へ。2013年本邦初の託児付きランチサービス「ここるく」を

創業。子育て層のインサイトと、MBA・コンサルで得た専門知

識の両面から、サービス開発や育休復帰・働き方改革コンサ

ルティングなどを手掛ける。2022年よりイオンファンタジー株

式会社の社外取締役。『第14回女性起業家大賞』最優秀賞

受賞、三菱UFJ銀行主催『Rise Up Festa』最優秀賞受賞。

山下 真実（株式会社ここるく 代表取締役）モデレーター

子育てに社会応援を第2
分科会

　1970（昭和45）年東京都生まれ。早稲田大学法学部を

卒業後、日本テレビに入社。報道局社会部文部省（現・文

部科学省）担当記者、政治部自民党担当記者を務めた

後、ディレクターとして「真相報道バンキシャ！」「NEWS 

ZERO」の 立ち上げに関わる。2004年より報道キャスター

として「ズームイン!!SUPER」「ザ！情報ツウ」「スッキリ!!」

「DON！」などのニュースコーナーを担当、BS日テレ「深層

NEWS」のメインキャスターも務める。特に「情報ライブ ミヤ

ネ屋」で宮根誠司氏との軽妙な掛け合いが話題となった。

2017年からは報道局解説委員として、再び文科省記者ク

ラブを担当。育児中の日本テレビ社員らで作る子育て支

援プロジェクト「ママモコモ」でも活動している。

岸田 雪子（ジャーナリスト）モデレーター

こどもまんなか社会に第3
分科会

企画主旨
企画概要

【主催】 奈義町

こども家庭庁、岡山県、大阪大学ライフデザイン・イノベーション拠点本部、
富山県朝日町、北海道厚沢部町、大分県杵築市、
茨城県境町、北海道ニセコ町、鳥取県日吉津村、鳥取県湯梨浜町　　　　　　　　　

（株）山陽新聞社、（株）中国銀行、（株）津山朝日新聞社、岡山大学、
一社）奈義しごとえん、一社）那岐の茶の間、一社）ビジット奈義、一社）なぎポスト　

岡山県商工会連合会、晴れの国岡山農業協同組合奈義支店、(株）三社電機製作所、
(株）西松屋チェーン、萩原工業（株）、（株）ブリッジウェル

坂口 有美子

岡本 衣織 萩原工業（株）人事課 桑村 由和 （一社）奈義しごとえん 代表理事

金田 知巳 奈義町 副町長大津 朱里 （株）ほいらく 代表取締役

岸本 博明 （株）三社電機製作所
執行役員半導体製造本部 本部長

西野 正彦（株）ちゅうぎんフィナンシャルグループ
執行役員・D&I  NEXT10推進部長

（株）西松屋チェーン
販促・ブランド戦略部 部長 執行役員

岩﨑 林太郎

吉川 幸 岡山大学教育推進機構 准教授 齊藤 徹 北海道ニセコ町
こども未来課 課長

松本 健 奈義町立奈義中学校 校長

大内 仁美 奈義町民

平井 美佳 （株）山陽新聞社 論説委員会 委員

杉浦 太陽 俳優

木口 孝志こども家庭庁 企画官
（地方自治体連携等担当）

北海道厚沢部町 政策推進課 係長


